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【特集】４月から始まります ②～⑪ 

福祉サービス　あれこれ ⑫～⑬ 

お元気ですか？心の健康づくり ⑭～⑮ 

青いシグナル「３００号」記念 ⑯～⑰ 

まちのわだい ⑱～⑲ 

みらいへの手紙fromふながた ○ 

と
も
に
過
ご
し
た
日
々
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胸
に
抱
い
て 



～南支署の体制～ 

○消防ポンプ車の到着時間は？ 

　富長地区まで１分～２分、洲崎町内まで５～６分と到着時間が今

までより早くなります。また、舟形地区中心部まで６分～７分、野

町内まででも15分以内に到着する予定です。 

○救急車の出場は？ 

　旧体制では、堀内・富長地区へは大蔵分署から、舟形・長沢地区

へは中央消防署からの出場でしたが、新体制では経壇原町内までが

南支署から、長沢地区・大平町内へは中央消防署からとなります。 

○勤務人員の変化は？ 

　支署長以下11名が勤務します。旧体制と同じく、原則的に5名の

交代制となります。 

○新体制での新しい機能は？ 

　中央消防署に防災無線遠隔操作システムを設置。火災などの発生

時に遠隔操作で防災無線のサイレンを鳴らすとともに、場所などを

直接放送することで、消防団の初動体制の充実につながります。 

 

消
防
団
の
活
動
服
が
新
し
く
な
り
ま
す 

　
新
し
い
活
動
服
は
、
火
災
現
場
で
の
消
防
団
の

消
火
活
動
の
強
化
の
た
め
の
も
の
で
、
燃
え
に
く

い
難
燃
材
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
消
防
服

制
度
に
合
致
し
て
い
る
も
の
で
、
最
上
管
内
の
ほ

と
ん
ど
の
市
町
村
が
既
に
導
入
し
て
い
ま
す
。 

　
今
年
も
火
災
「
０
」
を
目
指
し
て
、
地
域
と
消

防
団
が
協
力
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
が
始
ま
り
ま
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こ
の
制
度
は
、
複
数
の
消
防
団
員
を
従
業
員

と
し
て
雇
用
し
て
い
る
事
業
所
や
積
極
的
に
協

力
し
て
い
る
事
業
所
に
、
消
防
団
協
力
事
業
所

表
示
証
を
交
付
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も
の
で
す
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協
力
事
業
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社
会
貢
献
を
広
報
す
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と
と
も
に
、
地
域
防

災
力
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
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み
な
さ
ん
の
ご
協 

力
を
よ
ろ
し
く
お
願 

い
し
ま
す
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▼
申
込
み
・
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合
わ
せ
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舟
形
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場
総
務
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報
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班 
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最上広域消防署南支署最上広域消防署南支署 

舟形町長者原舟形町長者原1436番地150 

�（３２）２１０１（３２）２１０１ 

最上広域消防署南支署 

舟形町長者原1436番地150 

�（３２）２１０１ 
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●南支署が始まります ①南支署が始まります 

●消防団へ協力体制が強化 ●活動服が新しく ③消防団へ協力体制が強化 ②活動服が新しく ４
月
は
い
ろ
い
ろ
な
出
会
い
と
別
れ
が
あ
り
、 

仕
事
や
学
校
も
節
目
の
季
節
と
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
新
し
い
制
度
が
始
ま
っ
た
り
、 

仕
組
み
が
大
き
く
変
わ
っ
た
り
す
る
時
期
で
す
。 

４
月
か
ら
始
ま
る
私
た
ち
の
暮
ら
し
を 

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

３
月
５
日
、
ほ
ほ
え
み
保
育
園
１
日
入
所
。 

「
マ
マ
ぼ
う
し
似
合
う
？
」 

４
月
か
ら
保
育
園
に
入
り
ま
す
。 

将来的には最上管内が６署体制に 

真室川町 

鮭川村 

舟形町 

最上町 

大蔵村 

戸沢村 
新庄市 

金山町 
北支署 
� 

南支署 
�　 

�金山支署 

�東支署 

西支署� 

中央消防署� 

広報ふながた 22.3｜23｜広報ふながた 22.3

※
写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
す
。 

舟形町 



広報ふながた 22.3｜45｜広報ふながた 22.3

▼申込み・問い合わせ／地域密着型施設「ほなみ」　舟形町舟形４２番地１　�（３２）３９００ 

　揺れる稲穂のように　実り豊かな時を過ごしていただきたいとの想いが込められた「ほなみ」。日常生活で

支援や介護が必要になっても住み慣れた舟形町で家族や友人と交流しながら、これまでの生活を継続してい

けるようにお手伝いするサービスです。 

●もがみ南部商工会がスタート ⑥もがみ南部商工会がスタート 

●地域密着施設｢ほなみ｣がスタート ⑦地域密着施設｢ほなみ｣がスタート 

　常に介護が必要で、家庭での介護が困難な方

が利用できます。一人ひとりの生活リズムに合

わせた介護や日常生活の支援をします。 

　近所の方などが、世代を問わず集える地域交

流センターもあります。 

▼ご利用できる方／舟形町内にお住まいで 

要介護１～５の介護認定を受けられた方 

▼入所定員／10名 

　「通い」を中心に、「泊まり」や「自宅への訪

問」など、柔軟に利用できます。「もうひとつの

我が家」としてゆったりのんびり過ごしながら、

自宅での生活の支援をします。 

▼ご利用できる方／舟形町内にお住まいで 

要支援１～要介護５の認定を受けられた方 

▼登録定員／15名　  通いサービス／１日10名　

　　　　　　　　　　宿泊サービス／１日５名 

　　　　　　　　　　訪問サービス／随時　 

小規模多機能型住宅介護事業所小規模多機能型住宅介護事業所「ほなみ」 小規模多機能型住宅介護事業所「ほなみ」 

地域密着型介護老人福祉施設「ほなみ」 地域密着型介護老人福祉施設「ほなみ」 

もがみ南部商工会（総代100名・役員30名） 

経営支援課（指導センター）  組織運営課（管理センター） 

▼種 部 会：商業部会、工業部会、観光サービス部会、建設部会 
▼内部組織：青年部、女性部 
▼委 員 会：総務委員会、金融審査委員会、共済推進委員会　など 
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◎
申
請
の
方
法
／
着
工
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
申
請
書 

・
建
築
契
約
書
の
写
し 

・
町
内
の
業
者
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
も
の 

・
在
来
工
法
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
図
面 

・
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
の
分
か
る
納
税
証
明
書

　
な
ど 

●在来工法補助金を全町へ拡大 ④在来工法補助金を全町へ拡大 

●子育て･若者定住支援交付金を全町へ拡大 ⑤子育て･若者定住支援交付金を全町へ拡大 
　少子化社会への対応と子育て支援として、町内に住宅を新築し、定住する子育て世帯と若者世帯に交付金を

交付します。平成25年度までの時限措置です。 

～子育て支援交付金～ 

▼対象／次の全てに該当する方 

・舟形町内へ住宅を新築する方 

・小学生までの子どもがいる方　など 

▼交付金の額／上限40万円 

・内山団地…子ども１人当たり20万円 

（町外からの転入は25万円） 

・ひだまりタウン…子ども１人当たり15万円 

（町外から転入は20万円） 

・その他の地域…子ども１人当たり15万円 

（町外から転入は20万円） 

◎
申
請
の
方
法
／ 

着
工
後
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
申
請
書 

・
住
民
票
謄
本 

・
家
屋
登
記
簿
謄
本
の
写
し 

・
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
の

　
分
か
る
納
税
証
明
書 

な
ど 

～若者定住支援交付金～ 
▼対象／次の全てに該当する方 

・舟形町内へ住宅を新築する方 

・夫婦のどちらかが45歳未満の方 など 

▼交付金の額／一律10万円 

▼問い合わせ／舟形町役場まちづくり課企画調整班　�(32)2111(内線322)
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契
約
す

る
次
の
工
事
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

る
次
の
工
事
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。 

町
内
業
者
に
よ
る
在
来
工
法
建
築
補
助
金 

　
定
住
人
口
の
増
加
と
町
内
業
者
の
活
性
化

の
た
め
に
、
平
成
25
年
度
ま
で
の
時
限
措
置

と
し
て
、
町
内
の
建
築
業
者
な
ど
と
契
約
す

る
次
の
工
事
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。 

町独自 

町独自 



だ
い

じょ
うぶ
だみ

んながあなたのサポー

タ
ー

子育てするなら山形県 

延
長
保
育
料
を
一
部
無
料
に 

　
町
で
は
、
保
護
者
の
方
の
就
労
形
態
の
多

様
化
や
送
迎
に
か
か
る
時
間
を
考
慮
し
て
、

延
長
保
育
に
つ
い
て
通
常
保
育
時
間
の
前
後

30
分
を
無
料
と
し
ま
す
。 

保
育
料
の
軽
減
措
置
を
拡
充
し
ま
す 

　
保
育
料
は
主
に
父
母
の
前
年
分
の
所
得
税

の
合
算
額
で
算
定
さ
れ
ま
す
。
そ
の
所
得
税

の
合
算
額
が
０
円
の
時
は
、
本
年
度
の
町
民

税
の
有
無
で
算
定
さ
れ
ま
す
。 

　
町
で
は
、
①
２
人
同
時
入
所
で
２
〜
４
階

層
の
世
帯
の
場
合
、
上
の
子
ど
も
の
保
育
料

を
９
／
10
に
、
下
の
子
を
１
／
３
に
軽
減
　

②
３
人
以
上
の
子
ど
も
が
同
時
入
所
の
場
合

の
３
人
目
以
降
を
無
料
、
と
し
て
子
育
て
世

帯
を
支
援
し
ま
す
。 

 

対
象
は
中
学
生
ま
で 

　
次
世
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の
健
や
か

な
成
長
を
支
援
す
る
た
め
、
中
学
校
修
了
ま

で
の
子
ど
も
に
「
子
ど
も
手
当
」
を
支
給
し

ま
す
。 ～子ども手当の支給の概要～ 

▼対　象／中学校修了までの子どもを持つ父母など（所得制限なし） 

▼支給額／１人につき月額１万３千円 

▼支給月／６月・１０月・２月（児童手当と同じ） 

▼申　請／児童手当受給者は、申請の必要がありません。 

中学生の父母などの児童手当の未受給者の方には、４月以降にご案内します。 

▼問い合わせ／舟形町役場町民課福祉班　�（３２）２１１１（内線３４２） 

 

対
象
を
小
学
６
年
生
ま
で
拡
大 

　
県
と
町
で
は
、
企
業
・
店
舗
の
み
な
さ
ん

か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
平
成
19
〜
21
年

度
の
間
、「
や
ま
が
た
子
育
て
応
援
パ
ス
ポ
ー

ト
事
業
」
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
22

年
度
か
ら
は
、
対
象
年
齢
を
拡
大
し
て
、
引

き
続
き
実
施
し
ま
す
。 

～やまがた子育て応援パスポートの概要～ 

▼期　間／平成２２年４月～平成２７年３月 

▼対　象／妊婦または小学校６年生までの子どものいる家庭 

▼カード／お子さん１名につき１枚 

▼交付方法／保育園、小学校などを通じて交付します。 

お子さんを在宅で保育している方には、郵送などで交付します。 

▼その他／カードは３月下旬以降に交付します。 

▼問い合わせ／舟形町役場町民課福祉班 

　　　　　　　�（３２）２１１１（内線３４２） 

　県内3,112店舗、舟形町からは13店舗の皆さんからご協賛いただい

ております。協賛店では、店頭にステッカーを貼ってご案内します。 

○ほのぼの店 
子育てに優しいサービスを提供 
■Ｙショップ渡辺商店 
■㈲舟形オート 
 

○とくとく店 
特典・割引サービスを提供 
■大場惣吉商店　　■ぎゃらりぃ悠里　　■さいとう呉服店 
■沢内商店　　■万世商店　　■Ｙショップ渡辺商店 
■Ｙショップ本陣商店　　■Ｙショップ舟形マミ店 
■そば処大の家　　■和楽美　 
■“ママ、クリーニング小野寺よ” 
■きらやか銀行新庄支店舟形出張所　　■理容いとう 

 

一
時
保
育
料
の
変
更 

　
一
時
保
育
は
、
保
育
園
に
入
園
し
て
い
な
い
子

ど
も
を
や
む
を
得
な
い
家
庭
の
事
情
で
、
一
時
的

に
保
育
を
行
う
も
の
で
す
。 

　
今
ま
で
一
律
日
額
２
，０
０
０
円
で
し
た
が
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
面
や
臨
時
的
な
保
育
士
確
保
な
ど
の

観
点
か
ら
、
国
の
保
育
所
運
営
費
基
準
を
参
考
に

見
直
し
ま
し
た
。 

▼
問
い
合
わ
せ
／ 

舟
形
町
役
場
町
民
課
福
祉
班 

�（
32
）
２
１
１
１
（
内
線
342
） 

例：２人の子どもが同時に入園している場合の保育料 

●保育料・延長保育料を軽減 ⑧保育料・延長保育料を軽減 

⑩児童手当が｢子ども手当｣に変わります ⑩児童手当が｢子ども手当｣に変わります 

⑧子育て応援パスポートの対象を拡大 ⑨子育て応援パスポートの対象を拡大 

～舟形町の子育て応援団「協賛店」～ 

※町外児においては、委託保育ができず、かつ 

　やむを得ない理由で保育を要し、受け入れが 

　可能な場合、上記金額の倍額とします。 

▼協賛店の申込みは／ 

山形県子ども政策室子育て支援課 

�０２３（６３０）３０７３ 

【一時保育料】 

３歳以上児 

１歳、２歳児 

０歳児 

日額　1,500円 

日額　2,000円 

日額　3,000円 

【延長保育料】 

午前７時～８時 

午後５時～７時 

日額  　100円 
月額上限　1,500円 

日額  　100円 
月額上限　2,000円 

区
分 

所
得
税
非
課
税 

所
得
税
額 

階
層 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

  父母の所得税額等 

生活保護世帯 

町民税非課税世帯 

町民税課税世帯 

    4 0 , 0 0 0円未満 

 

 

　 3 0 0 , 0 0 0円以上 

第１子 　　 

０円  

3 , 6 0 0円  

1 2 , 2 4 0円  

2 0 , 8 8 0円  

通常の保育料 

通常の保育料 

通常の保育料 

第２子　　 

０円  

1 , 3 3 0円  

4 , 5 3 0円  

7 , 7 3 0円  

1 2 , 6 0 0円  

1 4 , 6 0 0円  

1 5 , 6 0 0円  

 

０円  

4 , 0 0 0円  

1 3 , 6 0 0円  

2 3 , 2 0 0円  

2 5 , 2 0 0円  

2 9 , 2 0 0円  

3 1 , 2 0 0円  

　4 0，0 0 0円以上  
1 0 0，0 0 0円未満  

1 0 0，0 0 0円以上  
3 0 0，0 0 0円未満  

３歳以上児の 
通常の保育料 

広報ふながた 22.3｜67｜広報ふながた 22.3

２～４階層では 

第１子が　 

第２子が　に 

軽減されます。 

※４階層の場合は、 

17,790円軽減 

５～７階層では 

第２子分が　 

に軽減されるます。 

※５階層の場合は、 

12,600円軽減 

９ 
ー 
10

１ 
ー 
３ 

１ 
ー 
２ 

→ 

→ 



●公共施設使用料の条例が変わります ⑫公共施設使用料の条例が変わります 
　町の公共施設を使った時の使用料には、「減免措置」があります。今回、国の基準に合わせて「災害などの

緊急時の応急用の施設として使用する時は減免対象とする」など条例の一部を改正しました。 

▼減免の対象 

▼照明・暖房料等使用料一覧表（施設の使用料は直接お問い合わせください） 

「施設」の使用料 
・町以外の公共団体が使用する時 

・災害などの緊急時の応急用の施設として

　使用する時 

・社会教育団体など町民で構成する団体が

　使用する時 

「照明・暖房」などの使用料 
・災害などの緊急時の応急用の施設として

　使用する時 

・町内中学生部活動と町内スポーツ少年団

　が使用する時※ 

　※学年行事や子供会行事は対象外 

部活動やスポ少で 

　施設の使用料… 

　照明・暖房料… 

その他の団体で 

　施設の使用料… 

　照明・暖房料…有料 

～町の施設を 

　　ご利用ください～ 

◎中央公民館　�（３２）２２４６ 

◎生涯学習センター　�（３３）２５５６ 

◎農村環境改善センター　�（３５）２１４４ 

◎農林漁業体験実習館　�（３２）３４５０ 

各　室 

３階大ホール 

舞　台 

多目的研修室・音楽ホール・図書室 

各　室 

文化体育館 

各　室 

多目的ホール 

農村広場 

200円/２時間◆ 

1,500円/２時間◆ 

800円/１時間　 

8：30̃12：30 

520円 

8：30̃10：30 

200円・【300円】 

8：30̃12：30 

510円 

13：00̃17：00 

510円 

17：00̃21：00 

710円 

8：30̃17：00 

1,030円 

8：30̃21：00 

1,800円 

10：30̃12：30 

200円・【300円】 

13：00̃15：00 

200円・【300円】 

15：00̃17：00 

200円・【300円】 

照 明 料 ・【 冷 暖 房 料 】 

照 明 料  
暖 房 料  

1,500円/２時間◆ 

13：00̃17：00 

520円 

18：00̃22：00 

520円 

1,500円/２時間◆ 

― 

8：30̃17：00 

1,050円 

8：30̃22：00 

1,580円 

200円/２時間◆ 

1,200円/２時間◆ 

1,050円/１回　　 

 
200円/２時間◆ 

1,500円/２時間◆ 

照 明 料  

530円/１回　 

　530円/１時間 

―　　  

1,050円/１回 

　530円/１回 

3,150円/１回 

冷暖房料 

照 明 料  冷暖房料 

※調理実習室のガス・水道は500円/１回 

※調理室のガス・水道は500円/１回 

※生活改善実習室のガス・水道は500円/１回 

◎農林漁業者トレーニングセンター　�（３２）３４５０ 

◎Ｂ＆Ｇ海洋センター　�（３２）３５０１ 

※厨房のガス・水道は500円/1回 

◆マーク…１時間増すごとに１時間当たりの料金が加算されます。 

照 明 料  

会議室  

体 育 館  

体育館 

冷 暖 房 料  

照 明 料 ・【 暖 房 料 】 

全　面 

1,600円/２時間◆・【700円/1時間】 

半　面 

800円/２時間◆・【350円/1時間】 

１/４面 

　400円/２時間◆　 

減免 減免 
減免 減免 

減免 減免 

町民のみなさんが 
団体で使用する時は 

広報ふながた 22.3｜89｜広報ふながた 22.3

3万5千円 

8万円 

2万円 

1万円 

1万5千円 

麦・大豆・飼料作物 

単価（10ａ当たり） 作　　　物 

そば、なたね、加工用米 

新規需要米 
（米粉用・飼料用・バイオ燃料用米、ＷＣＢ用稲） 

その他の作物 

二毛作助成 
（主食用米と戦略作物※または戦略作物同士の組み合わせ） 

▼申込み・問い合わせ／舟形町役場振興課農政班　�（３２）２１１１（内線４２２） 

交付単価（全国一律） 

交付単価（全国一律） 

交付対象者 

交付対象面積 

※戦略作物…麦、大豆、飼料作物など 

定額分（10ａ当たり） 

変動分（10ａ当たり） 

１万５千円（恒常的なコスト割れ相当分） 

過去３年間の販売価格を下回った場合に 
その差額を基に算定 

米
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
事
業 

（
米
の
モ
デ
ル
事
業
） 

　
意
欲
あ
る
農
家
が
、
水
田
農
業
経
営
を

継
続
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。 

　
米
の
生
産
数
量
目
標
に
従
っ
て
生
産
す

る
販
売
農
家
な
ど
の
方
に
対
し
て
、
主
食

用
米
の
作
付
面
積
10
ａ
当
た
り
１
万
５
干

円
を
定
額
交
付
し
ま
す
。 

　
米
の
価
格
が
下
落
し
た
場
合
に
は
、
追

加
の
補
て
ん
も
行
い
ま
す
。 

水
田
利
活
用
自
給
力
向
上
事
業 

（
自
給
率
向
上
事
業
） 

　
水
田
を
余
す
こ
と
な
く
有
効
に
活
用
し

て
自
給
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
自
給
率

の
低
い
、
麦
・
大
豆
な
ど
の
作
物
を
水
田

で
生
産
す
る
販
売
農
家
な
ど
の
方
に
、
主

食
用
米
と
同
等
の
所
得
を
確
保
で
き
る
水

準
の
支
援
を
行
い
ま
す
。 

　国では、新たな米の生産調整の制度を行います。水田農業の経営安定を図るために、

恒常的に赤字に陥っている米に対して補てんする「米のモデル事業」と、自給率向上

のポイントとなる麦・大豆・米紛用米・飼料用米などについて、シンプルで分かりや

すい助成体系のもとに生産拡大を促す「自給率向上事業」をセットで行います。 

　「生産数量目標」の範囲内で主食用米の生産を行なった販売
農家・集落営農のうち、水稲共済加入者または21年度に出荷
販売の実績のある方 

　主食用米の作付面積から、自家飯米・縁故米用に供される
分（一律10ａ）を差し引いた面積 

●戸別所得補償モデル対策が始まります ⑪戸別所得補償モデル対策が始まります 

標
準
的
な
販
売
価
格 

（
過
去
３
年
間
の
平
均
） 

当
年
産
の
販
売
価
格
が 

下
が
っ
た
場
合 

当
年
産
の
販
売
価
格
が 

上
が
っ
た
場
合 

変動分 
を交付 

変動分なし 

定額分 

1万5千円を交付 



その５ 

　
３
月
の
町
議
会
定
例
会
で
議
決
さ
れ

た
「
舟
形
町
第
６
次
基
本
構
想
」
は
、

み
な
さ
ん
の
一
人
ひ
と
り
の
想
い
に
よ

っ
て
作
ら
れ
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
や

座
談
会
な
ど
で
集
ま
っ
た
想
い
が
、
一

つ
の
形
に
な
り
ま
し
た
。 

　
特
集
の
最
後
は
、
舟
形
町
第
６
次
基

本
構
想
の
概
要
と
と
も
に
「
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
」
と
「
愛
称
」
、
そ
し
て
、

そ
れ
に
込
め
た
想
い
を
確
認
し
ま
す
。 

　
４
月
以
降
に
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
み

な
さ
ん
に
お
届
け
し
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
／ 

舟
形
町
役
場
町
づ
く
り
課
企
画
調
整
班 

�
（
32
）
２
１
１
１
（
内
線
326
） 

第
６
次
基
本
構
想
の
概
要 

 

　
第
６
次
基
本
構
想
は
、
大
き
く
分
け

て
２
つ
の
章
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

◎
第
１
章
　
基
本
構
想
の
概
要 

１
．
計
画
策
定
の
必
要
性 

　
人
口
減
少
・
高
齢
化
・
国
際
化
・
低

成
長
時
代
・
環
境
保
護
な
ど
に
対
応
す

る
た
め
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
仕
組

み
を
作
る
必
要
性
を
示
し
て
い
ま
す
。 

２
．
計
画
の
性
格 

　「
総
合
発
展
計
画
が
舟
形
町
の
政
策
・

施
策
の
基
本
指
針
」
と
い
う
位
置
付
け

を
明
確
化
し
て
い
ま
す
。 

３
．
計
画
の
期
間 

　
10
年
間
で
の
見
直
し
や
変
更
時
期
を

示
し
、
基
本
計
画
は
５
年
、
実
施
計
画

は
３
年
を
目
途
に
検
証
を
行
な
っ
て
い

き
ま
す
。 

４
．
計
画
の
基
本
理
念
と
進
行
管
理 

　
先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、

私
た
ち
が
目
指
す
４
つ
の
柱
を
示
し
て

い
ま
す
。 

５
．
指
標 

　
町
の
10
年
後
の
人
口
目
標
や
世
帯
数

の
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
。 

◎
第
２
章
　
基
本
計
画
の
概
要 

　
﹇
施
策
の
大
綱
﹈
で
は
、
将
来
像
の

実
現
に
向
け
て
掲
げ
た
４
つ
の
柱
（
基

本
目
標
）
に
つ
い
て
左
の
よ
う
に
具
体

的
に
示
し
て
い
ま
す
。 

～舟形町10年間の設計図～ ～舟形町10年間の設計図～ 

（基本構想）目指すべき将来像 

10年間の展望 

（基本計画）基本構想に基づく方針 

５年ごとの展望 

（実施計画）基本計画に基づく事業 

３年ごとの展望 

舟形町民の幸せ 

（基本構想）目指すべき将来像 

10年間の展望 

（基本計画）基本構想に基づく方針 

５年ごとの展望 

（実施計画）基本計画に基づく事業 

３年ごとの展望 

舟形町民の幸せ 

キャッチフレーズに込めた想い… 
　「結い」とは楽しみも苦しみも分かち合い、支えあって今日の農村を築いてきた精神のこと。未曾

有の時代を「すべての人がいきいきと生活する」ためには、今の時代に合った新しい「結い」の精

神が必要ではないでしょうか。これから出あい、ふれあう「人・自然・環境」への優しさ、そして「次

世代につなぐまちづくり」への願いと決意が込められています。 

　第６次基本構想は「きっかけ」に過ぎません。「自分たちの住むまち」を「自分たちの想い」で

作っていきましょう。 

愛称に込めた想い… 
　「舟」の航海で例えれば、「コンパス」のない航海は、漂流と同じ。

行政ができることには限界があります。みんなが知恵を出し合い、協力

しなければ「舟」は目的地に進むことができません。少子高齢化社会、

経済・雇用の悪循環など私たちが初めて直面する「嵐」。しかし、「コ

ンパス」を最大限に活用することで「嵐」の中でも目的地に到着するこ

とができるはずです。 

 

（１）若者が定住するまちづくり 

　若者が定住するために生活環境の整備と雇用の場の確

保を掲げ、重要課題として取り組みます。 

（２）医療体制と疾病予防対策の推進 

　地域医療体制の拡充と各種保険制度の健全運営のため

に、疾病予防対策事業に取り組みます。 

（３）安心安全なまちづくり 

　災害・雪に強いまちづくりと高齢者支援の充実、交通

安全対策を推進していきます。 

（４）環境にやさしいまちづくり 

　雪の利活用を通した環境保全の推進と、自然環境と共

生する生活環境づくりを目指します。 

 

 

（１）農林水産業の振興とブランド化 

　農業・林業・内水面漁業のそれぞれの課題解決と振興

を図り、「６次産業化」を進めます。 

（２）商工業の振興と企業誘致 

　企業誘致に積極的に取り組むとともに、福祉産業によ

る雇用の創出を図ります。 

（３）交流人口の拡大とグリーンツーリズムの奨励 

　自然環境や文化、地域性や人間性を活かした体験活動

を行なって、交流人口の拡大を目指します。 

 

 

（１）子育て支援の環境整備 

　「子育てするなら舟形町で」を合い言葉に、保健、医療、

福祉、教育、定住促進の一貫した支援をします。 

（２）保・小・中一貫教育実現のために 

　保・小・中一貫教育方針のもとに、一人ひとりの個性

や能力に応じた特色ある環境づくりを進めます。 

（３）健康づくり・体力づくりの推進 

　生涯を通じて、健康で心豊かに生活できるよう健康づ

くりを促進します。 

（４）高齢者の社会参加活動の推進 

　ボランティア活動などの社会参加活動を通じ、地域の

一員としてパワーを発揮できる環境を作ります。 

 

 

（１）地域ボランティア・ＮＰＯ法人の組織化 

　地域づくりの担い手として、自主的な活動やネットワ

ークづくりを促進します。 

（２）自立型地域づくりの推進・福祉のまちづくり 

　自立型地域づくりの推進に取り組みます。また福祉の

充実したまちづくりをめざします。 

（３）女性・若者のためのまちづくり 

　男女共同参画の意義や考え方の普及と女性支援策を行

うとともに、女性や若者の提言広場を設置します。 

（４）公共施設の有効利用と民間活力の推進 

　長寿命化を基本とした適正な維持管理を行うとともに、

指定管理者制度や民間活力の導入も検討します。 

（５）行政の企業的経営と健全な財政運営 

　従来の行財政運営に「顧客志向」「成果志向」などの

民間企業の経営理念を取り入れていきます。 

広報ふながた 22.3｜1011｜広報ふながた 22.3

⑫第6次基本構想が始まります ⑬第6次基本構想が始まります 
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　高齢者の方、障がいをお持ちの方、お子さんが生まれた方などへ次のような福祉サービスがあります。 

なお、サービスを受けるには申込みが必要です。 

高齢者の方へ 障がい者手帳などをお持ちの方へ 

お子さんが生まれた方へ 

高齢者の方へ 障がい者手帳などをお持ちの方へ 

お子さんが生まれた方へ 

　満65歳以上の方に、針灸

マッサージ助成券（1,000円

分）を年４枚交付。 

　満80歳以上の方に、タクシー

利用券（小型基本料金分）を月

２枚交付。 

　在宅において65歳以上のねた

きりの方を、6ヶ月以上継続し

て介護している方に激励金（年

36,000円）を支給。 

　概ね65歳以上の一人暮らしの

方で、日常生活を営むうえで支

障がある方に、最上広域中央消

防署に直接連絡できる緊急通報

システム端末機を提供。【一部負

担あり】 

　母子家庭などの母子の医療費が無

料になる母子家庭等医療証を交付。【所

得税非課税の方が対象】※平成22年

７月から父子家庭も対象になる予定

です。 

　町内在住の方にお子さんが

生まれた場合、6ヶ月後に養

育支援金（50,000円）を支給。 

　未就学児の医療費（通院・

入院）が無料になる医療証を

交付。また小学生には、入院

時の医療費が無料になる医療

証を交付。 

　母子家庭などで、18歳までのお子

さんを養育している方に手当（月額

9,850～41,710円）を支給。【所得制

限あり】※平成22年８月から父子家

庭も対象になる予定です。 

　65歳以上の方で、3ヶ月以上

ねたきり状態で要介護４相当

かつ常時おむつが必要な方に

紙おむつを支給。【上限あり】 

母子家庭等医療証の交付 

緊急通報システム 

高齢者タクシー券交付 ★☆▲ 
ねたきり老人等 
介護者激励金支給 ★△ 

針灸マッサージ券交付 ★ 

ねたきり老人おむつ支給 △ 

　65歳以上のねたきりの方で、

リフト付き車両以外での移動が

困難な方に、通院などで使用す

る利用券を月２枚交付。 

ねたきり老人等 
移送サービス ★☆▲ 

　重度の障がい（身体障が

い者手帳1・2級、精神保健

福祉手帳1級、療育手帳「Ａ」、

障がい年金１級）の方に、

医療費が軽減できる医療証

を交付。 

重度心身障がい(児)者 
医療証の交付 

　身体障がい者手帳１・２・３

級または知的・精神障がいが

あり、常に介護を要する20歳

未満のお子さんを養育してい

る方に手当を支給。 

重度心身障がい（児）者 
養育支援手当の支給 　身体、知的または精神に障がいのある

20歳未満のお子さんを養育している方に、

手当（1級 月額50,750円、２級 月額

33,800円）を支給。【所得制限あり】※障

がい等級の判定基準は、身体障がい者手

帳、療育手帳とは異なります。　 

特別児童扶養手当の支給 

　身体、精神、知的障がい

の方のいる世帯構成員全員

が町民税非課税世帯の場合、

全額免除。また視聴覚障が

い又は重度の障がいの方が

世帯主の場合は半額免除。 

ＮＨＫ放送受信料の減免 

　身体障がい者手帳の下肢・体幹・

視聴覚障がい1・2・3級、内部障

がい1・2級の方、精神保健福祉

手帳1級の方、療育手帳「Ａ」の

方に、タクシー利用券（小型基

本料金分）を月２枚交付。 

福祉タクシー券交付 ★☆▲△ 

　身体障がい者手帳、療育手帳、

精神保健福祉手帳のいずれかを

お持ちの65歳未満の方で、常時

おむつが必要な状態が3ヶ月以上

続いている方に紙おむつを支給。 

障がい者おむつ支給 ★△ 

　重度の障がいの方で、在宅

で生活している方へ国で手当

を支給。 

特別障がい者手当（障がい 
児福祉手当）の支給　 

身体障がい者手帳1・２級の

方で、リフト付き車両以外で

の移動が困難な方に、通院な

どで使用する助成券を交付。 

障がい者移送サービス 
★☆▲ 

こども養育支援金の支給 ★ 子育て支援医療証の交付 

児童扶養手当の支給 

▼申込み・問い合わせ／ 

　舟形町役場町民課福祉班　�（32）2111（内線341・342） 

～ 対象要件 ～ 

　★☆▲△　があるものは、次の要件に該当する方がサービス

　を受けることができます。 

　★　町税・公共料金などの滞納のない世帯の方 

　☆　自動車税、軽自動車税の減免を受けていない方 

　▲　他の移送サービスを利用していない方 

　△　入院中、ショートスティ、施設などを利用していない方 

母子家庭などの方へ 母子家庭などの方へ 

障がいをお持ちのお子さんを養育している方へ 障がいをお持ちのお子さんを養育している方へ 

町独自 

町独自 

町独自 

町独自 町独自 

町独自 

町独自 

町独自 

町独自 

町独自 

町独自 
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昨
年
の
７
月
、「
私
た
ち
が
で
き
る
心
の

健
康
づ
く
り
活
動
〜
自
殺
を
減
ら
す
た
め
に

〜
」
と
題
し
、
秋
田
大
学
の
佐
々
木
久
長
氏

に
よ
る
講
演
会
が
約
100
人
の
参
加
に
よ
り
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
参
加
者
の
一
人
は
、「
家
族
に
も
話
し
て

あ
げ
た
い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
講
演
の

内
容
の
一
部
を
先
生
の
言
葉
で
紹
介
し
ま
す
。 

 

○
悩
む
コ
ツ 

　
例
え
ば
、
①
将
来
（
こ
れ
か
ら
）
の
こ

と
を
考
え
る
…
②
周
り
の
人
と
比
べ
る
（
隣

の
人
の
服
・
顔
・
ど
ち
ら
が
お
金
持
ち
か
）

…
こ
れ
が
悩
む
コ
ツ
で
す
。
つ
ま
り
、
悩

み
や
不
安
は
誰
に
で
も
あ
り
、
い
つ
ま
で

も
い
つ
ま
で
も
悩
み
は
続
く
と
い
う
こ
と

で
す
。
悩
み
を
無
く
そ
う
と
す
る
の
で
は

な
く
、
悩
み
と
一
緒
に
生
き
て
い
か
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
大
切
な
こ

と
は
、
安
心
し
て
悩
め
る
こ
と
で
す
。「
少

し
悩
ん
で
っ
け
ど
、
誰
か
が
助
け
て
け
る
。

相
談
で
き
る
人
が
い
っ
ぱ
い
い
で
っ
か
ら
。」

と
感
じ
ら
れ
て
い
ま
す
か
？ 

　 ○
自
殺 

　
自
殺
の
背
景
に
は
、
複
雑
な
複
数
の
原

因
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
自
殺
行
動
は
心

の
病
気
（
う
つ
病
・
依
存
症
な
ど
）
と
深
い

関
係
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
う
つ
病

は
誰
で
も
な
れ
る
の
で
す
。
試
し
に
、
１
つ

の
こ
と
を
２
週
間
悩
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

２
〜
３
ヶ
月
後
に
は
自
分
で
自
分
の
悩
み

が
分
か
ら
な
く
な
り
、
立
派
な
う
つ
病
に

な
り
ま
す
。
自
殺
は
心
の
病
気
な
の
で
す
。 

 

○
死
に
た
い
気
持
ち
を
伝
え
る 

　
自
殺
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
「
死
に
た
く

な
っ
た
ら
『
死
に
た
い
』
と
伝
え
て
く
だ

さ
い
。
」
と
約
束
す
る
こ
と
で
す
。
「
つ
ら

く
て
、
も
う
死
ん
だ
ほ
う
が
楽
だ
と
思
う

こ
と
が
あ
る
。」
と
早
め
に
誰
か
に
伝
え
て

く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
「
死
に
た
い
。
」
と
言
わ
れ
た
人

は
「
よ
く
言
っ
て
く
れ
た
ね
。」
と
感
謝
し

て
く
だ
さ
い
。「
そ
ん
な
こ
と
を
言
う
な
。」

と
怒
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、「
あ

な
た
の
こ
と
を
○
○
さ
ん
に
相
談
し
て
く

る
よ
。」
と
伝
え
ま
し
ょ
う
。
役
場
の
保
健

師
で
も
結
構
で
す
。
一
人
で
は
な
か
な
か

支
え
ら
れ
な
い
の
が
現
状
の
よ
う
で
す
。 

○
家
族
で
悩
み
を
解
決
す
る
こ
と 

　
家
族
は
最
も
身
近
で
、
と
て
も
大
切
な

関
係
で
す
が
相
談
相
手
と
し
て
は
、
実
は

適
切
で
は
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

理
由
は
、
家
族
も
同
じ
悩
み
を
持
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
家
族
だ
か
ら
と
い

う
甘
え
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。 

　
家
族
の
悩
み
も
家
族
だ
け
で
解
決
す
る

の
は
難
し
い
の
で
す
。
家
族
の
悩
み
に
は

歴
史
が
あ
り
、
家
族
の
誰
か
が
解
決
し
よ

う
と
し
て
も
解
決
で
き
な
い
こ
と
が
多
い

よ
う
で
す
。「
家
族
の
悩
み
」
を
相
談
で
き

る
人
が
い
ま
す
か
？
独
特
の
恥
ず
か
し
さ

が
あ
り
、
み
ん
な
に
知
ら
れ
て
し
ま
う
と

感
じ
ま
せ
ん
か
？
地
域
の
人
に
相
談
で
き

ま
す
か
？ 

○
大
切
な
こ
と 

　
あ
な
た
の
地
域
は
ど
ち
ら
で
す
か
？ 

①
隣
近
所
の
悩
み
が
分
か
ら
な
い
地
域
で

す
か
？
そ
れ
と
も
②
隣
近
所
の
悩
み
が
分

か
っ
て
し
ま
う
地
域
で
す
か
？ 

…
③
悩
み
が
分
か
っ
て
い
て
も
噂
話
ば
か

り
し
て
、
知
ら
な
い
ふ
り
を
す
る
地
域
で

す
か
？
そ
の
噂
話
を
他
人
に
ば
か
り
言
う

よ
う
な
地
域
に
は
な
ら
な
い
こ
と
、
本
人

に
は
言
わ
ず
に
陰
で
噂
話
が
広
が
る
こ
と

が
一
番
悪
い
の
で
す
。 

　
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
旦
那
さ
ん
を
も

つ
奥
さ
ん
。
誰
に
も
相
談
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
周
り
の
人
は
そ
の
こ
と

を
も
ち
ろ
ん
知
っ
て
い
ま
す
。
あ
る
時
、

町
内
会
の
集
ま
り
で
「
実
は
、
う
ち
の
お

父
さ
ん
、
酒
飲
む
と
大
変
だ
か
ら
よ
…
ど

う
し
た
ら
い
い
が
わ
か
ん
ね
く
て
。」
と
話

し
た
と
こ
ろ
「
知
っ
て
ら
っ
け
よ
。
こ
れ

か
ら
は
、
な
ん
か
あ
っ
た
ら
話
し
て
け
ろ
な
。」

と
誰
か
が
相
談
に
乗
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、

民
生
児
童
委
員
さ
ん
や
保
健
師
さ
ん
と
と

も
に
そ
の
家
族
を
地
域
で
支
え
合
え
る
よ

う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。 

　
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
？
恥
ず
か
し

い
か
ら
だ
れ
に
も
相
談
し
な
い
で
一
人
で

悩
ん
で
生
き
て
い
き
ま
す
か
？
そ
れ
と
も
、

誰
か
に
悩
み
を
聞
い
て
も
ら
っ
て
安
心
し

て
生
き
て
い
き
ま
す
か
？ 

 

○
あ
な
た
の
地
域
は
安
心
し
て
相
談

で
き
る
環
境
に
あ
り
ま
す
か
？ 

　「
困
っ
た
と
き
」
「
悩
ん
だ
と
き
」
だ
け

で
な
く
「
嬉
し
い
と
き
」
「
楽
し
い
と
き
」

も
伝
え
ら
れ
る
関
係
で
す
か
？ 

　
自
殺
予
防
対
策
に
取
り
組
む
と
地
域
が

変
わ
り
ま
す
。「
自
殺
に
向
き
合
う
よ
う
に

な
る
＋
困
っ
た
ら
相
談
す
る
」
よ
う
に
な

り
ま
す
。
家
庭
の
心
配
を
保
健
師
・
民
生

児
童
委
員
さ
ん
に
相
談
す
る
と
地
域
で
家

族
を
支
え
る
よ
う
に
な
れ
る
は
ず
で
す
。 

　
地
域
で
ど
う
や
っ
て
最
後
ま
で
生
き
て

い
く
か
が
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。 

　町では、専門家による個別相談を行う予定をし

ています。また、各地区でも「健康講話」などを行

い、「自殺予防」に向き合う機会を予定しています。 

▼困った時・悩んだ時は／ 

　舟形町役場町民課健康班 

　　�（３２）２１１１（内線３５１） 
　山形県精神保健福祉センター 

　　�０２３（６３１）７０６０ 
　山形いのちの電話 

　　�０２３（６４５）４３４３ 

　山形県の自殺死亡率は、平成20年全国８位で過去10
年間、全国を上回っています。その原因・動機は、健
康問題（24.3％）が最も多く、次いで精神疾患（20.7%）
となっています。 

国立精神・神経センター　自殺予防総合対策センター 
http://ikiru.ncnp.go.jp/ikiru-hp/

≪講師の紹介≫ 

秋田大学医学部准教授　佐々木　久長 氏 
 

ＮＰＯ法人あきたＮＰＯセンター代表理事 

ＮＰＯ法人あきたいのちの電話理事 

著書：子どもの自殺の現状と課題 

　　　自死遺族ケアの現状と課題　ほか 

近くにいる人が 
悩みを抱えているか確かめる方法 

順に質問してください 

①眠れていますか？ 

②ご飯は普通に食べていますか？ 

③調子が悪いところはありませんか？ 

④落ち込むことはありませんか？ 

⑤悩み事はありませんか？ 

※すぐに⑤を聞いてしまうと「大丈夫」と応

えるでしょう 

大変な人を支える言葉 

「大変だったね」 

「できることがあったら言ってくださいね」 

「愚痴でも何でも聞くよ」 

「私でよければ一緒にいるよ」 

「あなたは悪くないよ」 

 

※試しに隣にいる方に言ってみてください 

10人中1人 

10人中4人 

10人中6人 

最上地域の心の健康づくり・自殺予防調査（Ｈ20）から 

（H20） 

（人） 

24.0人 
28.8人 

40.3人 

47.1人 

自分の心の健康状態がよくないと思っている人 

今までの人生の中で「死にたい」と考えたことがある人 

身近（家族・親戚・友人・知人）で、自殺をした方がいる人 

お
元
気
で
す
か
？ 

3
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す 

全国 山形県 最上地域 舟形町 
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人口対10万人の自殺死亡率 
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　昭和60年代と言えば、

高規格道路や亀割バイ

パスが開通される前で、

国道13号線と47号線が交差する舟形町は、

交通の要所でした。当時から、交通事故防止

のためドライブマナーキャンペーンやのぼり

旗の設置活動などを行なっていました。現在

は、交通量は減少したもののその役割に変わ

りはないと思います。 

　ドライブマナーの向上や飲酒運転撲滅など

に向け今後も活動していきます。 

最上地区交通安全協会 
　舟形支部 

　会 長　�橋　義昭 

　交通安全母の会は、

愛の一声運動による「交

通安全は家庭から」の

スローガンのもと、交通事故防止に努めてい

ます。これまで、かもしかクラブ、小学校新

入学児へのランドセルカバーの贈呈、地域で

の交通安全教室、夜光反射材の普及活動など

の啓発活動を行なってきました。 

　舟形町から交通事故をなくすために、これ

からも活発な活動をしていきます。 

 
舟形町交通安全母の会 

　会 長　斎藤　和子 

総務課　No.300

　「青いシグナル」では、交通安全に関する取り組み

や道路交通法の改正などの情報提供を通して、交通事

故のない明るいまちづくりを目指して昭和60年に掲載

を開始し、300号を迎えました。この間、車両の性能

も向上するなど、生活・道路環境が大きく変わりまし

た。また、交通事故防止のために道路交通法の改正や

交通安全の普及啓発活動が行われきました。 

昭和60年　シートベルト着用義務化 

平成  6年　５年以上無事故・無違反の優良運転者の免許更新期間延長（ゴールド免許）  

　  　9年　高齢運転者標識（もみじマーク）導入  

　　11年　運転中の携帯電話の使用禁止  

　　12年　６歳未満の幼児に対するチャイルドシート使用義務化  

　　14年　酒酔い・酒気帯び運転、死亡事故など悪質な違反の罰則強化  

　　19年　飲酒運転に対する罰則強化  

　　20年　後部座席のシートベルト着用義務化 

　舟形町では、交通安全協会舟形支部や交通安全母の会によ

る交通安全の啓発活動、幼児を対象とした交通安全教室「か

もしかクラブ」、老人クラブでの高齢者交通安全教室などを

開催しています。学校や町内会、駐在所などの協力を得なが

ら一年を通じて活動を行なっています。 

　しかし、一人ひとりの意識向上なしには交通事故はなくな

りません。これからも「青いシグナル」では、交通事故撲滅

を目指し、身近な交通安全に関する情報を発信していきます。 

　春は、通行に不慣れな新入学児が交通社会に参加します。また、雪解けにより様々な 

活動が活発化する時期です。 

　正しい交通ルール・マナーの実践を習慣付け、交通事故を防止しましょう。 

 

運動の重点項目 

○全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底 

○自転車の安全利用の推進 

○飲酒運転の根絶 

○道路横断時・交差点における交通事故防止 

～子どもと高齢者を交通事故から守りましょう～ 

実施機関：４月６日（火）～１５日（木） 

～300号に寄せて～ 

～舟形町の交通事故発生件数～ 

～この間の主な道路交通法の改正～ 

青いシグナル300号!!

昭和60年 

平成平成5年 

平成13年 

昭和60年 

平成5年 

平成13年 

１号１号 １号 

100号 100号 

200号 200号 

特
別
法
令
講
習
会
の
内
容
な
ど
を
発
信 

栃
木
県
交
通
安
全
教
育
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
た
様
子
な
ど
を
発
信 

60 
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0
Ｓ60

発生件数（件） 

Ｓ62 Ｈ元 Ｈ3 Ｈ5 Ｈ7 Ｈ9 Ｈ11 Ｈ13 Ｈ15 Ｈ17 Ｈ19

死亡者数（人） 負傷者数（人） 

H４ 
亀割バイパス開通 

H11 
尾花沢新庄道路開通 



広報ふながた 22.3｜1819｜広報ふながた 22.3

①第6次基本構想が始まり
ま
ち
の
わ
だ
い
 

ま
ち
の
わ
だ
い
 

まちのわだい  まちのわだい  

　ボランティアサークル「ふなっ子」の 
高校3年生13名も卒業の季節。後輩に想 
いを託し、新たなスタートをきります。 

　3月3日、舟形若あゆ温泉で「甘酒」が振 
る舞われました。野尻春雄さん（大平）らの 
お雛様が飾られました。 

　3月13日、冬季ゲートボール大会が生涯学 
習センターで行われました。参加者は約50名。 
地区ごとに抜群のチームワークを発揮しました。 

　2月16日、奥山町長らがタラの芽など冬期 
農業に取り組んでいる町内農家や産直まんさ 
くの視察を行いました。 

　3月7日、ふれあい卓球交流大会が約60名の参加 
のもと、生涯学習センターで行われました。白熱し 
たラリーが繰り広げられました。 

　3月17日、尾花沢市歴史文化専門員の梅津 
保一氏を迎えた地域学講座が、町文化財保護 
委員会の主催のもと行われました。 

わ だ い ④  わ だ い ①  

わ だ い ⑤  

わ だ い ⑥  

わ だ い ②  

わ だ い ③  

小さな親切 

　3月14日、中央公民館で地域づくり講演会「これ

からの地域づくりに求められるもの」が行われ、約

120名が参加しました。講師の高崎経済大学の櫻井

常矢氏は「行政と地域の『縦』のつながりではなく、

地域の『横』のつながりと話し合いがとても大切。」

など具体的な例を挙げ話されました。 

　参加者の一人は「地縁の中に『志』縁を取り入れ、

地域の担い手の一人として頑張りたい。」と話して

いました。 

これからの地域づくり 

　３月８日、運動不足を解消しようと「チェアビクス

教室」が高齢者・パワーリハビリテェーション指導員

の伊藤彩さんを講師に迎え、中央公民館を会場に行わ

れました。「チェアビクス」とは、椅子に座って行う

やさしいエアロビクスのこと。膝に負担がかからず、

手と足が違う動きをすることで脳の活性化にもつなが

ります。約40名の参加者は、音楽に合わせて爽やかな

汗を流していました。 

チェアビクスって何？ 

　3月12日、町内の高校３年生45名が中央公民館に

集いました。今回行われた「成人式に向けての懇談会」

は、３年後の成人式を自分たちで作りあげようと企画

されたもので、初めての試み。中学校の恩師も交え、

近況報告や夢を語り合いました。 

　鍛冶裕希さん（西堀）は「大学で知識を深め、将来

は舟形町に貢献したい。」と話していました。半数の

方が将来は舟形町での活躍を希望。３年後の成人式が

楽しみです。 

３年後の成人式に向けて 

　２月28日、パートナーズフェスティバルが約50

名の参加のもと、中央公民館で開催されました。

山形県栄養士会の白石克子さんが「食育を考える」

をテーマに講演。地元の食材を使った郷土料理、

家族団らんでの食事の大切さを話されました。そ

の後、町食生活改善推進協議会の方が「納豆汁」

や「寒ダラ汁」などを振る舞いました。 

　また、参加者家族でJ-POPグループGReeeeNの 

「キセキ」を合唱。暖かな歌声が響き渡りました。 

パートナーズフェスティバル 

　３月15日、石川ツ子さん（長沢１）に長寿褒

賞の賀詞が贈られました。石川さんは、明治44

年生まれの数えで100歳。趣味は和裁で、以前は

着物などを縫ったり、手づくりの雑巾をえんじ

ゅ荘へ贈るなどしていました。長生きの秘訣は

何ですか？とお伺いすると「若い時にとにかく

一生懸命働いたこと。」と答えていただきました。 

　朗らかな笑顔が印象的な石川さん。これから

も元気にお過ごしください。 

　３月17日、舟形小学校へ（社）「小さな親切」

運動本部より、地域の推薦によって選ばれる「小

さな親切」実行章が贈られました。今回の受賞

は、地域の老人クラブとの交流や日頃の心配り

が評価されてのものです。 

　井上洋子校長より手渡された、児童会運営委

員長の芳賀壱成くんは「これかからも『思いや

り』を持って地域の方と触れ合っていきたい。」

と話していました。 

長寿の秘訣は「一生懸命働くこと」 

し 

ね 

が し 

えん 



（
中
央
公
民
館
図
書
室
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若あゆ温泉はみんなの憩いの場です。マナーを守ってご利用下さい。 
４月の若あゆ温泉の休館日は、14日（水）・27日（火） 

タバコは町内で買いましょう。 
１月のタバコ税は1,031,936円 

　鉄のキリンのじいさんは、船から港へ
荷を移す仕事を長年続けていた。ある
日、母親のもとへ帰りたがっている男
の子を救うために、その長い首に男の
子をのせて、大海原へと踏み出すが…。 
　第25回ニッサン童話と絵本のグラ
ンプリ童話大賞受賞作品。 

　金曜日、ぼくは悲しい。明日
は家族そろって海へ行くのに、
台風が近づいているから。空は
どんどん暗くなり、雨も強くな
ってきて…。 
　第25回ニッサン童話と絵本の
グランプリ絵本大賞受賞作品。 

鉄
の
キ
リ
ン
の
海
わ
た
り 

あ
さ
ば
み
ゆ
き
／
著 

た
い
ふ
う
が
く
る 

み
や
こ
し
あ
き
こ
／
著 

（
中
央
公
民
館
図
書
室
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子
（
舟
形
第
二
） 

潔
く
迷
ふ
こ
と
な
く
鳥
帰
る 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
高
　
橋
　
真
　
澄
（
長
沢
第
三
） 

鳥
海
山
へ
雲
の
た
な
び
き
春
き
ざ
す 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
岸
　
　
　
良
　
子
（
長
沢
第
三
） 

 

真
つ
青
な
空
に
背
伸
び
す
裸
の
木 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
柏
　
木
　
伸
　
子
（
長
沢
第
三
） 

最
上
川
蒼
き
し
ぶ
き
の
炬
燵
舟 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
小
夜
子
（
内
　
　
山
） 

冬
夕
焼
映
え
し
川
面
の
暮
惜
む 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
斉
　
藤
　
若
　
子
（
内
　
　
山
） 

寒
鱈
や
遠
波
飛
沫
く
日
本
海 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
昭
　
子
（
長
沢
第
一
） 

看
護
師
の
笑
顔
や
さ
し
き
春
隣 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
井
　
上
　
順
　
子
（
　
野
　
） 

恋
猫
の
赤
き
声
出
し
鳴
き
に
け
り 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
高
　
橋
　
ふ
き
子
（
長
沢
第
三
） 

節
分
や
鬼
も
こ
わ
が
る
我
が
親
父 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
渡
　
部
　
捷
　
一
（
光

生

園
） 

和
菓
子
に
も
季
節
巡
り
て
福
寿
草 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
後
　
藤
　
ふ
　
み
（
光

生

園
） 

舟
下
り
お
ち
ょ
こ
片
手
に
雪
見
酒 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
永
　
沢
　
幸
　
男
（
光

生

園
） 

節
分
の
夜
明
け
の
空
は
は
り
つ
め
て 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
原
　
田
　
正
　
昭
（
光

生

園
） 

ぴ
た
ぴ
た
と
解
け
ゆ
く
雪
や
陽
の
眩 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
笹
　
原
　
　
　
清
（
光

生

園
） 

銀
色
に
川
面
に
光
る
猫
柳 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
井
　
上
　
昌
　
子
（
光

生

園
） 

雛
飾
り
ひ
と
り
靜
か
に
な
が
め
け
り 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
庄
　
司
　
里
　
美
（
光

生

園
） 

春
一
番
声
援
を
乗
せ
五
輪
金 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
阿
　
部
　
幸
　
子
（
光

生

園
） 

待
ち
わ
び
る
春
の
便
り
の
嬉
れ
し
さ
よ 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
小
　
國
　
恭
　
子
（
光

生

園
） 

ま
ん
さ
く
の
キ
ラ
リ
輝
く
里
の
朝 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
古
　
澤
　
吉
　
彦
（
光

生

園
） 

朝
日
あ
び
宝
石
の
ご
と
光
る
雪 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
斉
　
藤
　
さ
お
り
（
光

生

園
） 

若
松
の
力
弾
け
て
し
づ
り
雪 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
�
　
橋
　
信
　
子
（
長
沢
第
三
） 

新
し
き
夫
婦
の
絆
春
の
宴 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
吉
　
田
　
明
　
美
（
舟
形
第
三
） 

着
こ
み
た
る
衣
の
軽
か
ら
ず
雪
の
謁 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
真
　
見
　
七
　
生
（
舟
形
第
四
） 

天
辺
の
老
に
ま
ぶ
し
き
春
の
月 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
小
　
野
　
美
知
子
（
舟
形
第
四
） 

廃
屋
の
彼
の
幼
稚
園
春
吹
雪 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
鈴
　
木
　
谷
五
郎
（
西
　
　
堀
） 

 

おおば ちゆきちゃん（５才） 
進さん（長沢第１） 

おひなさま 
「めんごの絵」ほほえみ保育園 

▼対象／町内会やＰＴＡなどの地域団体、ＮＰＯ法人、その他各種ボランティア団体 
▼〆切／４月１６日（金） 
▼申込み・問い合わせ／（財）山形県みどり推進機構　�０２３（６８８）６６３３ 
　　　　　　　　　　　舟形町役場振興課農政班　�（３２）２１１１（内線422） 

～ 地域づくり支援モデル事業 ～ 
　地域の課題解決に向け「何をしなければならないのか」「何がで

きるのか」といった話し合いの中から意識と情報の共有は生まれま

す。この事業は、町内会を対象にした地域による話し合いなどに対

して補助と職員によるサポートを行うものです。 

▼募集数／３町内会 

▼補助金額／１団体当たり上限２９万円 

▼補助対象／研修旅費、消耗品、茶菓子代、講師謝礼金 など 

▼その他／地域リーダー先進地視察研修を行います。 

　　　　　事業終了後に｢地域づくりフォーラム｣で事例発表を行い

　　　　　ます。 

 

～ 地域づくり支援ソフト事業 ～ 
　町内会と同じ目的を持った団体の取り組みが私たちの地域を作っ

ています。この事業は、地域づくりに取り組む団体や 

町内会が行う取り組みに対して補助を行うものです。 

▼募集数／４団体・町内会 

▼補助金額／１団体当たり上限５万円 

▼補助対象／消耗品、茶菓子代、講師謝礼 など 

▼その他／事業終了後に｢地域づくりフォーラム｣で事例発表を行い

　　　　　ます。 

 
　〆　切／４月２０日（火） 

　申込み・問い合わせ／舟形町役場まちづくり課企画調整班 

　　　　　　　　　　�（３２）２１１１（内線３２６） 

山形県みどり推進機構では、みなさんと一緒になって緑のまちづくりを推進するための事業を行います。 

緑化推進助成事業 
●内容／ボランティア団体や地域住民等による植樹や   
　　　　育樹、下刈りなどの緑の環境づくり活動 
●助成金額／活動内容などによって異なりますので、
　　　　　　お問合せください。 

地域の里山再生支援モデル事業 
●内容／専門職員の指導のもとに地域のみ
　　　　なさんと一緒に健全な里山への誘
　　　　導を目指します。 
●助成金額／１事業当たり100万円上限 
（薬剤、苗木、資材などの購入費 など） 

緑の地域づくりモデル事業 
●内容／遊休農地等の緑化を推進し、地域
　　　　の憩いの場としての有効活用や、
　　　　地域の環境保全を図ります。 
●助成金額／１事業当たり150万円上限 
（苗木などの資材費や機械の賃借料 など） 

家
庭
可
燃
ご
み
の
減
量
化
と
資
源
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
下
さ
い
。 

舟
形
文
芸
ひ
ろ
ば
 

短
歌
 

俳
句
 

あなたの声をお寄せ下さい 

まちづくり課 企画調整班 
�（32）2111（内線322） 

　まちの話題、疑問、質問、

提言・意見のほか、会員募

集やリサイクル情報（譲り

たい、譲ってほしい）、イ

ラストなど何でも結構です。

　広報紙上でできるだけ紹

介していきたいと思います。 

は
　
は 

す
べ 

こ
　
ち 

あ
　
こ 

け
ふ
か 

く
ん
し
ら
ん 

ね  

ね 

４月の納期 

◆軽自動車税 

忘れずに納税しましょう。 

４月30日（金）まで 



「
ふ
る
さ
と
納
税
」に
ご
協
力
下
さ
い
。
 

 ２月２日～３月１日届出分 

男 

女 

計 

世帯 

人口と世帯 

：3,119人 

：3,252人 

：6,371人 

：1,904世帯 

（－３） 

（＋３） 

（±０） 

（＋１） 

 （  ）は 
前月比 

（現在） 

選挙人名簿登録者数 

男性　2,545人 
女性　2,762人 計5,307人 

(12/2現在） 

○掲載を希望しない方は、届け出の 

　際にお申し出下さい。 

２ 
28

 

□ご結婚おめでとう ◆ 

堀　　内 斉藤　聖空 （ 　 　 ） 
せら 翔 

 久美子 

□お誕生おめでとう ◆ 

□おくやみ申し上げます ◆ 

 

◆自分を一言であらわすと‥‥‥‥‥ 

◆現在は？‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 

 

◆将来の夢は？‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 

◆趣味は？‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 

◆欲しいものは？‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 

◆舟形町の良いところは‥‥‥‥‥‥ 

◆舟形町がもっと良くなるためには ‥ 

◆成人式を終えての一言‥‥‥‥‥‥ 

名前のとおり「純」粋な人間 

アミューズメント企業に勤務 

いつも笑顔を心掛けています 

嫁さんと子どもを持つことです 

バイク 

愛 

鮎が美味しいところ 

若い人が多くなれば 

立派な社会人になったことなので 

責任のある行動をしていきます 

曽根田 純さん（長者原） 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
は
「
手
洗
い
」
と
「
う
が
い
」
が
基
本
で
す
。
 

〜
今
の
自
分
が
あ
な
た
を
支
え
て
い
る
と
信
じ
て
〜 

富田第１ 

真 木 野  

一 の 関  

舟形第１ 

紫　　山 

90（弘　一） 

93（辰　實） 

82（　敬　） 

84（健　一） 

89（信　子） 

齊藤富次夫 

小野ミツヨ 

鈴木　文吉 

渡部　正光 

横瀬　政信 

「
み
ら
い
」へ
の
手
紙 

ふ
な
が
た 

from

From FUN
AG

A
T
A

20
10
 m
ailNo

.６
 

長沢第３ 

新 庄 市 

 �橋　　守 

（斉藤）沙 織 

舟形第３ 

山 形 市 

 柴田　寛之 

（鈴木）佐江子 

　３月３日、「メタボリックシンドローム予防のための料理教室」を開催しま 

した。食事バランスガイドをもとに、現在の食事が自分に合った量かを確認し 

ました。今回のメニューは１食分600kcalのものです。 

　食べ過ぎを防ぐためには、主食のごはんもきちんと食べることが大切です。 

「ごはんの量が以外に多い。」と驚く参加者もいました。 

▼問い合わせ／舟形町役場町民課健康班　�（32）2111 （内線351） 

おいしく
 

食べて 

健康に 

合計　エネルギー　600kcal
たん白質……31.3g 
脂肪…………　9.6g 
塩分…………　3.4g

メニュー　★きのこののりあえ　★鶏肉のごまソースかけ 

　　　　　★ごはん（150ｇ）　 ★じゃがいもとえびのそぼろあんかけ 

２月19日に行われた３歳児健診を受けたお子さんの中で、 

むし歯のなかったみなさんです。 

加藤　煌生くん 
（富田第２） 

こうせい  

渡　響くん 
（舟形第３） 

ひびき 

森　　大誠くん 
（舟形第４） 

だいせい  

今田　昊大くん 
（向　山） 

こうだい  

庄司　　晋くん 
（太　折） 

しん  

大場　　樹くん 
（長沢第２） 

いつき  

　渡　聖くん 
（舟形第３） 

ひじり 

沼澤　莉緒ちゃん 
（舟形第２） 

り　お  

沼澤　瑞姫ちゃん 
（一の関） 

みずき  

自
分
か
ら
進
ん
で
歯
み
が
き
を 

頑
張
り
ま
し
た
。 

（
庄
司
晋
く
ん
の
お
母
さ
ん
よ
り
） 

camera
  angle

camera
  angle

今年成人式を迎えました！ 今年成人式を迎えました！ 

広報ふながた 22.3｜2223｜広報ふながた 22.3

大屋　可南子さん（27歳：舟形第４）［中央］ 

▼手　紙：縦25㎝×横17㎝ほどの便箋１枚にボールペンを使って300字程度で書いてください。 
▼写　真：本人の映っている写真（Ｌ版で縦に撮影）を１枚同封してください。田んぼの真ん中・野球場・小国川などあなたらしい場所で撮影してください。 
▼その他：舟形町の「みらい」についてもお書き添えください。 
▼宛先・問い合わせ／〒999-4601最上郡舟形町舟形263　　舟形町役場まちづくり課企画調整班　�（３２）２１１１（内線322） 

「みらい」への手紙を書いてみませんか 



広報ふながた 22.3｜24

Public Relations Funagata

【編集・発行】舟形町役場まちづくり課 

〒999ー4601 最上郡舟形町舟形263 
tel.0233（32）2111  fax.0233(32)2117 
メールアドレス  kikakupr@town.funagata.yamagata.jp 
http://www.town.funagata.yamagata.jp

　
人
生
に
リ
セ
ッ
ト
ボ
タ
ン
は
無
い
け

れ
ど
、
ス
タ
ー
ト
ボ
タ
ン
は
何
回
で
も

押
せ
る 

 

　
や
り
遂
げ
る
こ
と
は
凄
い
こ
と
。
で
も
、

そ
の
後
に
何
の
ス
タ
ー
ト
ボ
タ
ン
も
押

さ
な
か
っ
た
ら
そ
こ
で
終
わ
り
…
。 

 

　
１
つ
の
こ
と
が
成
功
し
て
も
、
次
が

成
功
す
る
と
は
限
ら
な
い
。 
 

　
１
つ
の
成
功
に
酔
い
し
れ
て
い
ら
れ

る
ほ
ど
、
人
生
は
短
く
な
い
。 

 

　
人
生
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
ス
タ
ー
ト

ボ
タ
ン
が
並
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
ボ
タ

ン
が
、
見
え
て
い
る
人
か
ら
押
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

 

　
４
月
。
次
は
ど
ん
な
ボ
タ
ン
を
押
し

ま
す
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
と
も
） 

あとがき 
postscript

　
冬
の
合
間
の
青
空
に
、「
雪
ん
こ
」
た
ち
の
元
気
な
声
が
響
き
渡
り

ま
し
た
。
２
月
21
日
、
親
子
約
50
名
の
参
加
の
も
と
ほ
ほ
え
み
男
組

（
代
表 

叶
内
昌
樹
さ
ん
）
が
「
雪
ま
つ
り
」
を
行
い
ま
し
た
。
親
子

で
イ
グ
ル
ー
と
呼
ば
れ
る
「
か
ま
く
ら
」
を
作
っ
た
り
、
チ
ュ
ー
ブ

ス
ラ
イ
ダ
ー
に
乗
っ
た
り
し
て
冬
の
遊
び
を
満
喫
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
「
ほ
ほ
え
み
男
組
」
は
、
３
つ
の
保
育
所
が
統
合
し
て
「
ほ

ほ
え
み
保
育
園
」
が
で
き
た
際
に
、「
父
親
の
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
と
と
も
に
、
大
人
も
子
ど
も
も
心
と
き
め
く
活
動
を
し
よ
う
。」

と
、
園
児
の
男
親
の
有
志
で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
組
員
は
20

名
、
活
動
３
年
目
を
迎
え
ま
す
。
今
年
度
、
春
に
は
猿
羽
根
山
公
園

で
団
子
づ
く
り
な
ど
で
の
「
花
見
」、
夏
に
は
十
二
河
原
で
五
右
衛
門

風
呂
な
ど
で
の
「
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
」
を
行
い
、
子
ど
も
と
一
緒
に

「
今
」
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

　
叶
内
さ
ん
は
「
母
親
の
存
在
は
偉
大
で
す
が
、
父
親
に
し
か
で
き

な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
で
す
。
仲
間
と
の
交
流
を
通
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
を
子
ど
も
た
ち
の
胸
に
刻
ま
せ
た
い
。
何
も
し

な
い
よ
り
も
、
何
か
を
や
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
み
ん
な
で
意
見
を
出
し
合
っ
て
協
力
す
れ
ば
凄
い
こ
と
が
で
き

ま
す
。
親
子
が
自
然
に
笑
顔
に
な
り
ま
す
。
保
育
園
や
小
学
校
の
枠

を
越
え
て
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
有
志
が
集
ま
り
、
舟
形
町
全
体
を

巻
き
込
む
活
動
に
な
れ
ば
最
高
で
す
ね
。」
と
話
し
ま
す
。 

　「
頑
張
る
親
父
た
ち
」「
尊
敬
で
き
る
親
父
た
ち
」「
頼
り
に
な
る
親

父
た
ち
」「
強
い
親
父
た
ち
」、
そ
し
て
「
楽
し
い
親
父
た
ち
」。 

　「
ほ
ほ
え
み
男
組
」
は
そ
ん
な
親
父
た
ち
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
／
ほ
ほ
え
み
男
組
　
代
表
　
叶
内 

昌
樹 

　
　
　
　
　
　
　
�
（
32
）
３
５
４
６ 

　
　
　
　
　
　
　
舟
形
ほ
ほ
え
み
保
育
園 

　
　
　
　
　
　
　
�
（
32
）
２
１
２
０ 

 

ＰＳ．後ろに見える巨大雪だるま「若
あゆくん」。�橋光明さん（富田第
１）ら「富田ボランティアの会」
の方々が今年も作成しました。こ
こにも凄い親父たちがいますね。 

この紙は再生紙を使用しています 

『
親
父
た
ち
の
ち
か
ら
』 

　
　
　
　
　
　
　
〜
ほ
ほ
え
み
男
組
〜 

シリーズ　地域のちから その� 


